





















しかし、近年『鉄槌』のドイツ語訳 4 や英訳 5 が相次いで出版された。これ
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をえなかった。そして、1485 年 7 月 23 日ブリクセン司教区においてこの教書
は交付され、正式な異端審問の幕開けとなった。その後クラマーは、この司教
区の主要な教会で説教を何度も行った。



















































1485 年 11 月 2 日、容疑をかけられていた女性はウアフェーデ 12 のため釈放
されが、クラマーはブリクセン司教区から撤退せず、司教に魔女裁判の再審を
行わせようとしていた。
































































































































































































































































































































































『鉄槌』の要約版 Der Nürnberger Hexenhammerをドイツ語で書いているように、
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